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の台湾人元留学生 9名（男性 2名、女性 7名）である。対象者の抽出には機縁法を採用し、
表 1 調査対象者の属性 
 性別 年齢 滞日年数 就労年数 職種 配偶者 
A 女 30 7 年 3 年 営業職 有 
B 男 36 11 年 8 年 営業職 無 
C 女 32 8 年 3 年 専門職 有 
D 女 28 5 年 2 年 事務職 有 
E 女 34 10 年 7 年 企画・管理系職 無 
F 女 28 5 年 2 年 営業職 有 
G 男 29 5 年 2 年 事務職 無 
H 女 30 7 年 2 年 専門職 無 
I 女 34 8 年 6 年 事務職 無 





た協力者全員を対象とした。滞日年数は 5年-11 年で、日本での就労年数は 2年-8 年であ
る。年齢は 28 歳-36 歳で、平均年齢は 31 歳である。全員が日本の大学院修了者で、日本
語レベルは日本語能力試験 N1 取得か相当レベルである。入社後数名が職種や配属を転換し




以上の対象者に、2015 年 8 月から 9月にかけ、半構造化インタビューを行った。主な質
問項目は、1)自分の職場において元留学生である自分の存在はどのようなものだと思うか、
2)自分にとって今の職場はどのような意味を持つか、である。インタビューはすべて日本
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図 1 台湾人元留学生の職場における自己の存在意義 
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これらに加え、中カテゴリーとして [所属意義が得られる場]が見られた。ここには、  
＜大企業ゆえの誇りが得られる場＞、＜他者とのつながりの場＞、《仕事のやりがいを感じ
る場》、《滞日の夢を実現させてくれた恩返しの対象》が含まれる。このうち、＜大企業ゆ
図 2 台湾人元留学生の自分の職場の意味 
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このように、本調査において、第 1、第 2のケースは見られたが、第 3のケースの例は
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